待降節第3主日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年12月14日
「その日が来る」
マラキ書3章19～24節
 3:19 見よ、その日が来る／炉のように燃える日が。高慢な者、悪を行う者は／すべてわらのようになる。到来するその日は、と万軍の主は言われる。彼らを燃え上がらせ、根も枝も残さない。
 3:20 しかし、わが名を畏れ敬うあなたたちには／義の太陽が昇る。その翼にはいやす力がある。あなたたちは牛舎の子牛のように／躍り出て跳び回る。
 3:21 わたしが備えているその日に／あなたたちは神に逆らう者を踏みつける。彼らは足の下で灰になる、と万軍の主は言われる。
 3:22 わが僕モーセの教えを思い起こせ。わたしは彼に、全イスラエルのため／ホレブで掟と定めを命じておいた。
 3:23 見よ、わたしは／大いなる恐るべき主の日が来る前に／預言者エリヤをあなたたちに遣わす。
 3:24 彼は父の心を子に／子の心を父に向けさせる。わたしが来て、破滅をもって／この地を撃つことがないように。

ルカによる福音書1章16～17節
1:16 イスラエルの多くの子らをその神である主のもとに立ち帰らせる。
 1:17 彼はエリヤの霊と力で主に先立って行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に正しい人の分別を持たせて、準備のできた民を主のために用意する。」

1 
　アドベントクランツに灯りが３つ灯りました。今日は12月14日、アドベント（待降節）第3主日です。いよいよ来週はイエス様の御降誕を共に喜び祝うクリスマスとなります。そのクリスマスに向けて私たちは共に旧約聖書のマラキ書を読み進めて御言葉を聞いてきました。そのマラキ書も今日で終わりとなります。皆さんお手元の聖書は3：24の後はしばらく空欄があり、次のページには「新約聖書」と大きく書かれていると思います。旧約聖書続編付きの聖書をお持ちの方は「旧約聖書　続編」と記されていて、続編が終わったら「新約聖書」と大きく書かれています。
　つまり、このマラキ書は旧約聖書の最後に位置している書物なのです。書かれた時代からするともっと後の書物はありますが、私たちが手にしている聖書ではマラキ書が最後に位置しています。そして、このマラキ書はその置かれている位置と書物の内容から旧約聖書と新約聖書の橋渡しをする書物であると言われています。旧約から新約へとつなぐのがこのマラキ書であると言われています。
　そして、今日私たちに与えられた聖書の箇所であるマラキ書の最後のところにその橋渡しの事がはっきりと示されているのです。

2 
　今日の箇所には高慢な者、悪を行なう者、すなわち神様に逆らう者のことと、神様を畏れ敬うあなたたちのことが記されています。先週のところで神様を畏れ敬う者たちは決して立派な信仰者ではなく、神様に不平不満を言ったり神様に背くこともあるけれども神様を信じて神を神として生きる者たち者たち、つまり私たちのようなものであることが示されました。聖人君子のキリスト者ではなく悩みつつ迷いつつ不満も文句も言いつつも、神様を神様として仰ぎ信じてお委ねしてて信仰の歩みを進めているのです。
　そんな私たちでも今日の個所を読むと心穏やかではいられないと思います。その日、つまり主の日である、イエス様が来られる日であり、さらに再び来られる再臨の時である終末の時の様子が描かれています。終末の時には神様に逆らう者たちは焼き尽くされて根も枝も残らないほどに徹底的に滅ぼされるのです。それに対して神様を畏れる信仰者には義の太陽が昇り、その翼には癒す力があり、牛舎の子牛のように太陽が昇りその暖かな日差しに喜びおどり出て跳び回るのです。それどころか神様に逆らう者たちを踏みつけて、彼らはその足の下で灰になるという神様を信じて従う者たちの完全勝利が描かれているのです。
　ここを私たちが読むと私は神様を信じているから勝者となるのだろうかとか、神様を信じていない愛する家族は滅ぼされるのだろうかと心配になります。また、私たちも信じてはいるけれども、私の信仰の姿では神様に滅ぼされるのではないだろうかと心配になるのです。信じる者は救われて信じない者は救われず滅ぼされる、だから信じない者ではなく信じる者になりましょうと今日の個所ではそんな単純なことを言っているのではないと思います。単純であればわかりやすいのかもしれませんが、神様の思いというのは悪を滅ぼして善を救うような単純なものではないと思います。

3 
　それが22節以下に記されています。22節は十戒の事です。神様が十の戒めを守るようにモーセに与えてイスラエルの人々に与えたのが十戒です。その十戒を思い起こせと言われるのです。
　そして23節24節にはこのように記されています。
　「見よ、わたしは／大いなる恐るべき主の日が来る前に／預言者エリヤをあなたたちに遣わす。
 彼は父の心を子に／子の心を父に向けさせる。わたしが来て、破滅をもって／この地を撃つことがないように。」
　この言葉は先の3：1の
　「見よ、わたしは使者を送る。彼はわが前に道を備える。あなたたちが待望している主は／突如、その聖所に来られる。あなたたちが喜びとしている契約の使者／見よ、彼が来る、と万軍の主は言われる。」
　の具体的な内容です。わが前に道備えをする使者を送ると言われていました。主に先立って主の道備えをする者を送ると言われていたのです。それがどんな人物かというと「預言者エリヤ」だとはっきり語られるのです。そして預言者エリヤの使命は父の心を子に向けさせて、子の心を父に向けさせる。神様がこの地を滅ぼさないためにと言われるのです。
　ここで語られている預言者エリヤこそが、このマラキの預言の言葉から約400年後に誕生した洗礼者ヨハネなのです。それが、洗礼者ヨハネの誕生の父ザカリアに告げた天使ガブリエルの言葉に示されています。
「1:16 イスラエルの多くの子らをその神である主のもとに立ち帰らせる。
 1:17 彼はエリヤの霊と力で主に先立って行き、父の心を子に向けさせ、逆らう者に正しい人の分別を持たせて、準備のできた民を主のために用意する。」
　洗礼者ヨハネこそが預言者エリヤであり、父の心を子に向けさせて子の心を父に向けさせて、人々を悔い改めて神様に立ち帰らせて主イエス様が来られる備えをする、その使命を神様が与えておられるのです。
　神様が単純に神様を信じない人たちや悪人を滅ぼしたいのであれば、わざわざ洗礼者ヨハネを送ってご自分に立ち帰らせる人を起こさせないでしょう。いきなり世の終わりを起こさせて救われる人と救われない人があるそれだけでいいのです。でも神様はそうはなさらないのです。わざわざ洗礼者ヨハネを遣わしてご自分に立ち帰る人が一人でも多くなるようにご準備を神様がされるのです。さらに世の救い主として御子イエス様をお遣わし下さるのです。神様に逆らい背く者たちのためにもイエス様はその罪を一身に引き受けられて十字架につかれたのです。その尊い血によって罪を贖ってくださったのです。一人でも多くの人が滅ぼされる者となるのではなく、神様を信じて神様を畏れ敬う者となるように、神様の方から洗礼者ヨハネを遣わして下さり、イエス様を遣わして下さったように手を差し伸べて下さったのです。
　
4 
　先ほど22節「わが僕モーセの教えを思い起こせ」のことを少しお話ししました。私はこの言葉がとても大事な言葉ではないかと思いました。
　「わが僕モーセの教え」は十戒です。神様が与えてくださった10の戒めの言葉です。ともすれば私たちは十戒は神様の厳しい掟に捉えてしまいます。
　十戒はこのような神様の言葉から始まります。
　「わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの国奴隷の家から導き出した神である。」（出20：2）
　まず神様が「私は主であり、あなたの神である」とご自分の存在をまず示されているのです。私は主、私はあなたの神、これは「私はあなたと共にいる」ということができます。私はあなたを愛し、あなたと共にいる神である。その愛なる神様が与えてくださった愛の掟です。ですから、十戒を思い出せというのは神の愛を思い出せと言うことができます。私たちの神でおられ、私たちと共におられる神様の愛を思い出せです。
　そして、この「思い起こす」「思い出す」という言葉はヘブライ語で「ザーカル」という単語です。「ザーカル」それは洗礼者ヨハネの父となる祭司ザカリアの名前「神は覚えておられる」のもとになった語です。「神は覚えておられる」
　私の愛を思い出せ、覚えていよ、とイスラエルの民に、そしてわたしたちにおっしゃられた神様こそが愛の約束を覚えていてくださるのです。神様は決して忘れることなく、決して見捨てることなく、400年にわたって愛の約束を覚えていてくださり、祭司ザカリアとエリサベトの夫婦の子どもとして主の道備えをする者である洗礼者ヨハネをお遣わしくださったのです。
　神様が覚えていてくださる、こんな小さな者の存在をちゃんと覚えていてくださる、それがどんなに大きな恵みでしょうか。ザカリアとエリサベトの夫婦には子供が与えられませんでした。主の前に正しく、掟を守り、従順に祭司として仕えてきました。マラキの時代の祭司のように汚れた動物をささげるようなことは一切せず、律法の規定通りにささげものをささげてきました。そして、子どもを与えてくださいと祈り続けてきました。しかし、二人とも年を重ね人間的にはもはや望めない状況になりました。そんなザカリアの前に天使ガブリエルが現われて洗礼者ヨハネの誕生を告げました。ザカリアは天使の言葉をにわかには信じられませんでした。そのために口が利けなくなってしまったのです。
　そうして沈黙の中で10カ月の時を過ごしました。月が満ちてエリサベトは男の子を産みました。名づけの時、ザカリアが「この子の名はヨハネ」と字で書いた所、たちまちザカリアは口が利けるようになりまず神様を讃美しました。
　そのザカリアの賛歌がルカによる福音書1：68～79に記されています。
 1:68 「ほめたたえよ、イスラエルの神である主を。主はその民を訪れて解放し、
 1:69 我らのために救いの角を、／僕ダビデの家から起こされた。
 1:70 昔から聖なる預言者たちの口を通して／語られたとおりに。
 1:71 それは、我らの敵、／すべて我らを憎む者の手からの救い。
 1:72 主は我らの先祖を憐れみ、／その聖なる契約を覚えていてくださる。
 1:73 これは我らの父アブラハムに立てられた誓い。こうして我らは、
 1:74 敵の手から救われ、／恐れなく主に仕える、
 1:75 生涯、主の御前に清く正しく。
 1:76 幼子よ、お前はいと高き方の預言者と呼ばれる。主に先立って行き、その道を整え、
 1:77 主の民に罪の赦しによる救いを／知らせるからである。
 1:78 これは我らの神の憐れみの心による。この憐れみによって、／高い所からあけぼのの光が我らを訪れ、
 1:79 暗闇と死の陰に座している者たちを照らし、／我らの歩みを平和の道に導く。」
　「神は覚えておられる」ザカリアはその名が記すように神様が愛でもって約束を覚えてくださっている、その大きな大きな恵みを讃美をしました。わが子を主に先立つ者、主の道備えをする者としてお遣わしくださった。そして、神様はただ憐れみによって高い所からのあけぼのの光である御子イエス・キリストをお遣わし下さり、暗闇と死の陰に座している者たちを照らし、我らの歩みを平和の道に導く。主の平和を、十字架と復活によってもたらして下さる。その大きな恵みをザカリアは讃美をするのです。
高い所からのあけぼのの光は私たちを照らします。そして、高慢な者、悪を行ない神に逆らって暗闇と死の陰に座すものを照らします。私たちもまた高慢な者、悪を行ない、神に逆らい暗闇と死の陰に座すものと言えます。その高い所からのあけぼのの光であるイエス・キリストは義の太陽という十字架の光で照らして下さるのです。自分の罪に気づきその罪のためにイエスさまが十字架に掛かってくださったことに気づき悔い改めて神様に立ち帰るようにです。イエスは主であるとの信仰へと導かれて、永遠の命に至る平和の道に導かれるようにです。
　来週はいよいよクリスマスです。神様が愛の約束をそして私たちを決して忘れることなく覚えていてくださり、御子イエス様を私たちの住むこの世界にお遣わしくださったその日です。いよいよその日が来るのです。私たち感謝と畏れと喜びを持ってその日を迎えましょう。
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